






























provincial exhibition, Exhibition of the industry and the 














































































































































































芸館 (228坪 )、学 芸館
(210坪 )、 農産 館 (254












(120坪 )、 林 業 館 (48
坪 )、樺太館 (100坪 )、
満蒙館(140坪)、北海道
館 (108坪 )、 名古 屋館
(170坪 )、 奈 良 館 (47
坪 )、東京館 、岐 阜館
(31 坪 ) 、 海 女 館 (84
坪 )、親鸞館 (188坪 )、
日支事変館(150坪)、義

















































































































































































































図17	 ホテル青駒 図18	 金澤観光協会
	 	 	 パンフレット
12
とはないことを示そうとする意思表示であった。それは一見して刹那的で軽佻に捉えられる現
象かもしれない。しかし，逼迫した経済状況下でも，博覧会の断固開催を決定した熱意に鑑み
ると，このモダンスタイル採用の経緯は軽視することはできない。つまり，当時の金沢市行政
は歴史遺産に頼るのではなく，現代的な遊興地としての都市イメージを新たに作り上げようと
していたと考えられるのだ。確かに，博覧会全体のデザインにはあまり目新しさは感じられな
いかもしれない。事実，出品物のディスプレイ表現などに稚拙さがあると指摘されている。し
かし，パビリオンのデザインに関しては，後発の地方都市としては他県で開催されていた博覧
会のものと比較しても何等遜色はなく，本博覧会によって，従来にない都市イメージを目指そ
うとした主催者側の熱意の成果と見ることができる。これを促す町並みの転換も金沢で始まっ
ていたのである。
　また，本博覧会の記念品の銀製花瓶をとってみると，地元の図案家が製作したモダンスタイ
ルのポスターのモチーフが，金沢市に伝来する伝統工藝技術によって表現されており，こうし
た新傾向を生み支えるデザイナーとその製作システムが育ってきていることが読み取れる。こ
れは当時の金沢市が目指そうとしていた新たな都市としての姿や，地域の性格や特徴の優位性
を開こうとした好例だと言えるだろう。1930年代に主に地方都市が模索した新たな都市像形
成への有力な指標となっているように思われる。
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